
















〈研究目的〉 

島根県においては,精神遅滞や自閉を含めた早期総合療育システムはまだ確立されていな

い。県内には 2つの肢体不自由児施設と 5つの精薄児収容施設がある(図 1)が,脳性麻痺で

一部早期療育が試行中の点以外は,精神遅滞など全ての発達障害に対する早期家庭療育対

策はこれまで無かった。したがって,こうした児が早期発見されても具体的指導のないまま

4 歳ぐらいまで経過することが多かった。このため,唯一の県立総合病院である当院には,

脳性麻痺以外の発達障害にも目を向け,全ての発達障害児の早期地域療育に積極的役割を

果たすことが求められている。 


